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閉会中の調査報告

総務
常任委員会

議
案
第
２
号

問
　
移
管
す
る
こ
と
で
文

化
財
等
専
門
的
知
識
を
有

し
た
職
員
と
移
管
し
た
業

務
と
の
切
り
離
し
に
は
な

ら
な
い
か
。

答
　
現
在
、
埋
蔵
文
化
財

等
を
専
門
に
す
る
技
師
が

１
名
と
、
学
芸
員
が
い
ま

す
が
、
資
格
を
生
か
す
べ

き
博
物
館
等
が
な
く
、
そ

う
い
っ
た
資
格
を
組
織
で

生
か
す
こ
と
は
、
良
い
こ

と
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

問
　
教
育
部
局
か
ら
７
名

の
異
動
の
内
訳
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
文

化
財
活
用
の
業
務
増
を
見

込
ん
で
の
異
動
で
す
。

問
　
福
祉
部
局
３
名
の
増

員
の
理
由
は
。

答
　
増
加
す
る
重
層
的
支

援
等
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
る
こ
と
や
、
市
内
４

か
所
に
設
置
さ
れ
る
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
制
度
対
応

へ
の
増
員
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

問
　
改
正
の
目
的
は
。

答
　
派
遣
で
き
る
団
体
は
、

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般

職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
法
律
第
２
条

第
１
項
の
４
つ
の
号
で
規

定
し
て
い
る
団
体
等
を
、

現
行
の
条
例
で
は
、
２
つ

の
号
に
よ
り
派
遣
団
体
を

定
め
て
い
ま
す
。
今
回
の

改
正
で
は
、
他
の
２
つ
の

号
に
該
当
す
る
団
体
等
に

派
遣
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

今
回
、
法
律
と
同
じ
規
定

と
な
る
よ
う
、
派
遣
で
き

る
団
体
を
規
則
で
定
め
る

も
の
で
す
。

問
　
こ
の
規
則
で
定
め
る

団
体
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

答
　
公
益
財
団
法
人
全
国

市
町
村
研
修
財
団
、
公
益

財
団
法
人
湖
南
市
文
化
体

育
振
興
事
業
団
、
社
会
福

祉
法
人
湖
南
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
一
般
財
団
法
人

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

４
団
体
で
す
。
そ
の
他
に
、

た
だ
い
ま
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
１
つ
調
整
中
で
す
。

問
　
そ
の
４
団
体
は
現
行

の
、
第
２
条
の
第
１
項
第

２
号
の
規
則
に
定
め
る
も

の
と
同
じ
か
。

答
　
４
団
体
は
既
存
の
条

例
の
第
１
号
ま
た
は
第

２
号
に
該
当
し
て
い
ま

す
。
国
の
公
益
的
法
人
等

へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法

律
第
２
条
第
１
項
第
２
号

が
、
今
法
律
が
第
３
号
に

変
わ
っ
た
こ
と
で
、
改
正

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
法
第
２
条
第
１
項

各
号
と
い
う
形
で
あ
れ
ば
、

国
の
法
律
が
変
わ
っ
て
も
、

市
の
条
例
を
そ
の
都
度
変

え
る
必
要
が
な
く
な
る
改

正
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

問
　
改
正
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
　
育
児
休
業
を
取
得
す

る
事
が
で
き
な
い
職
員
と

し
て
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
非
常
勤
職
員
以
外

の
非
常
勤
職
員
を
追
加
し

た
こ
と
と
、
非
常
勤
職
員

の
育
児
休
業
の
期
間
の
明

記
や
育
児
短
時
間
勤
務
お

よ
び
部
分
休
業
の
取
得
お

よ
び
、
妊
娠
ま
た
は
出
産

に
つ
い
て
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
勤
務
環
境
の
整
備

に
関
し
て
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号

問
　
広
報
活
動
や
消
火
栓

の
点
検
作
業
の
報
酬
が
な

い
理
由
は
。

答
　
広
報
活
動
は
強
制
的

で
な
い
こ
と
や
、
消
火
栓

の
点
検
は
消
防
団
全
体
の

活
動
で
は
な
く
、
各
区
に

特
化
し
た
活
動
で
あ
り
、

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
消
火
栓
の
点
検
作
業

の
報
酬
に
関
し
て
、
消
防

団
の
団
長
を
含
め
た
幹
部

と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
金
額
等
の
基
準
は
。

答
　
国
の
基
準
１
日
７
時

間
45
分
７
千
円
か
ら
８
千

円
程
度
を
参
考
に
１
時
間

千
円
と
し
、
近
隣
で
は
、

草
津
市
、
守
山
市
、
栗
東

市
、
竜
王
町
、
日
野
町
と

同
一
で
す
。

問
　
定
員
に
対
し
て
団
員

数
は
。

答
　
定
員
３
０
０
名
に
対

し
て
、
２
８
６
名
在
籍
で
、

14
名
の
欠
員
に
つ
い
て
は
、

増
員
啓
発
に
努
め
ま
す
。

議
案
第
14
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
30
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
31
号

問
　
次
年
度
新
規
採
用
職

員
の
賞
与
も
減
額
さ
れ
る

の
か
。

答
　
新
規
採
用
職
員
に
は

12
月
の
賞
与
を
支
給
し
て

い
な
い
た
め
、
減
額
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
の
３
月

で
退
職
の
職
員
に
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
再
任
用

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
減

額
が
あ
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

閉
会
中
の
調
査
報
告

湖
南
市
指
定
管
理
者
制
度

　
現
在
、
指
定
管
理
を

行
っ
て
い
る
58
施
設
の
う

ち
、
管
理
期
間
が
令
和
５

年
３
月
31
日
に
41
施
設
が

終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

指
定
管
理
者
制
度
の
現

状
・
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

湖
南
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊　
平
成
23
年
度
よ
り
、「
湖

南
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」制
度
を
導
入
し
て
来

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

実
績
と
現
在
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

湖南市議会だより 10

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
報
告
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